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【概要】
本センターは医療の更なる進展のため、診断、治療、機能自復、 1送機註解析など多岐にわたる分野で共同
研究、学際的な研究が行われている。本工書室では各研究分野、医学蔀付嘉病読、企業とともにその試作
物を製作している。ここでiま平或18年度に製作したソフトウェアに関する試作物を紹介する。またハードウエ
掴アにおいてはCAM3Dモデリングマシンにより、 CADを用いた意匠形状のデザインから複雑な形状の窃荷Ijラ
ゼッドプEトタイピングといったより複雑かつ精密な品物の製作が定差しているcここではこれらによる製作物
を主に紹合する。 
Aソフトウエア試作 
[1] PHANTo期を用いた色揚正パラメータ探索システムの檀築
近年、 MRIや CTなど医療現場における画像診断の重要性が高まっている O内視鏡診断もその
一つである。
内視鏡診断など実画像を元に診断を行う診断においてはその画像への適切な色構正を行うこと
でより診断精度の高い診断が行えるようになると考えられる。しかし、適切な色補正パラメータを
決定するには彰大な詩聞とコストが必要となってくる。そこで本研究ではより短時間で、容易にパラ
メータを決定可能なシステムを考案した。システムは 6パラメータを同時に入力可能なデバイス 
PHANToM CSensAble Technologis)を用いパラメータを入力、その入力に対しインタラクティフ、iこ
面復補正を行い補正菌像を表示するというシステムである。ユーザi封書正酉像をみながら最適
なパラメータを主観により決定する。これによりユーザは空間的な入力が可能となり直惑的に適
切なパラメータを探索することが可能となるG よって探索結果となるパラメータはユーザの主観に
そったものとなりかつ、より短時間でパラメータを決定することが可能となるO 
Technologies) 
図 1システム構成と PHANTom 
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問分光推定を用いた内視鏡苗像処理
近年、早期胃癌の治療法として内視鏡的胃粘膜下切開剥離法(ESD)が普及する中で、より精密
な病変の境界診断が求められている。それに伴い観察機能の強化された内視鏡システムが開
発されてきた。特に生体の光学的特徴を応用したシステムが活発に研究されているo本研究でも
生体の分光持性に着目し、通常の内視鏡冨像から演算処理を用いて胃粘膜の分光反射率を推
定し、特定の波長の酉像を組み合わせて擬似カラー化することで特徴強調を試みた。従来、狭
害域の光学フィんターを用いて波長を特定して観察する方法はあったが本手法ではフィルターの
切り替えなどを必要とせず、より簡便に医師が組み合わせる波長を選択することができる。そし
て、これらの合成菌像を連続的に描出するソフトを開発した。
現在はより病変部を強調するようなフィルターの設計や高解像度化、演算処理の最適化を誌み
ている。
図 2{ま分光推定技街を用いた内視鏡装置fFICEJ((株)フジノン)の画像である。 
b)FICE 雷
図 2 食道内視鏡画像とその処理画像 
[3]モザイキング画像の構築と活用
内視鏡手術においては切開範囲が狭く自復が早いなどのメリットがあるが、デメリットとしては術
中の視野が狭いという問題がある。これにより視野外での病変の見落としゃ、力ンシの誤挿入な
どの問題も発生している。本センターでもこれを改善するため内視鏡映像を合成し高視野画像
(モザイキング画像〉を作成する試みがなされている。
ここではこれらのモザイキング冨像を用い、より安全な手術を行うためのシステムを提案する。
まず手術初めに術野全体を撮影しモザイキング画像を作成する。街中はこの得られたモザイキ
ング富像にリアルタイムのE像を重ね合わせる形で表示を行う。重ねあわせ位置はリアルタイム
映像iこ近い領域をモザイキング画像から探索し決定する。これにより実際の映像の街野の全体
からの栢対位置を把握することができ、視野外のカンシ挿入口などの位置も
行うことが可能となる。
リアノレタイム
映橡
図 3 モザイキング画像と実画畿との重ね合わせ表示のイメージ 
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[4]フットスイッチ式内視鏡映橡記録装置の構築
術中術者が関心のある映像を記録したいとき、衛者が直接録画装置を手で操作することはでき
ない。そこで、フットスイッチによる録画操作が可能なシステムを構築した。 
B ハードウエア誤作
[母体内管誘導支持異
本センター五十嵐震
男教授の依頼を受け、
体内管誘導支持異を
試作した(函 4)。これは
排尿障害のある患者さ
んが自分で原道に管
を挿入する  f自己導
尿Jのための器異であ
る。このような患者さん
国 4 体内管誘導支持具 は視力や運動障害を
もっ場合が少なくない。
そこで複数の機能障害
をもっ患者さんにも使えるような工夫を織ザ込んだ。最初の試作〈一次)は五十嵐教授のイメージ
からおおよその形状を旋盤・フライス盤等を用いて手作業で割り出し、各部品を接着して作製した。
その後、患者さんの意見を取り入れながら改農を重ね 7次誤作で機能仕様が完成した。
この体内管誘導支持具は五十嵐教授により特許出願されている。また生産金型に対応し、ま
たソフトな手触り感を実現すべく作成した CADモデル (9次誤作〉を基に意匠霊録出顕をした。高
品化も間近である。 
[6] 手術用器具
本センター手術 a生体機龍支援機器研究部門の依頼を受け、図 srこ示
す手術用器具を試作した。このモデルは従来品に対して街者の取扱性向
上をコンセプトとしている。この試作は粘土を使ったモックアップより測定し
た寸法を CAD上に起こし、意匠形状をモデリングした。 CAD-CAM-
NC切首Ij加工といった一連の工程で作製した初めてのモデ、ルである O特
許の関係で詳細は紹介できないことをご了承頂きたい。 
図 5 手術居器具 
[7]ライトステージフレーム
に示すライトステージフレームを製6育報画像工学科三宅・津村富中口研究室の依頼を受け図'1
作した。これは全長約 3mの正 32面体型のフレームで、 90本のアルミ製チャンネル及び 32個の
樹脂製ジョイントで構成している oこのライトステージでは、まずフレーム内 iこ人間が入り構子や
台を用いて 32面体の中心に人の顔を配置させる G このフレームの各チャンネル (32面体の各辺
に担当する部分)には、 LEDが 32im体の中心に向かつて光が顛射するように記置され、その照 
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射パターンにより様々な顔へのライテインク、が可能となる。このライトステージフレームの設計は
大物かつ精密さを必要とした為、本工房の CADによるレイアウト設計・検証が大変有効であっ
た。
図 8 ライトステージ ジョイントの組付け状態
[8]肉巌観察用微小ロボット部品
メディカルシステム工学科食研究室で開発している内
蔵観察用微小ロボットの部品を製作した。このロボット
は 70x 30 x 20mmの籍型のロボットで、左右iこ2本の読
を持つ。ガスを入れて膨らませた内臓簡を、腕を E転さ
せて移動するものである。現在、動物実験の段階であ
るが今後小型化を進め震控鏡手街への応用を見込ん
でいる。国 7(ここの部品の一部であるウォームギアとホ
イ-)しを示す。 
国 7 ウォームギアとホイーノレ
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